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症例
 

24才女性
既往歴

 
ステイル病

（シクロスポリン
 

プレドニゾロン
 

ラベプラゾール服用中）
薬剤禁忌

 
スタチン（肝機能増悪）

 
ＳＴ合剤：バクタ（薬疹）

現病歴
 

Ｈ２５年１１月、Ｈ２６年３月外耳炎で受診

内服薬を使わないことを希望され、局所治療と点耳薬で治療



Ｈ２６年７月久しぶりに受診

耳介まで炎症が広がり、局所治療だけでは改善が難しい印象あり
→

 
オフロキサシン点耳薬とともに

 
セフカペン

 
エバスチンを処方



受診日の夜
 

薬を服用後
 

耳鳴り（右＞左）
 めまい

 
頭痛

 
微熱

 
嘔吐出現

 → 翌日 受診

両側高音域中心の
感音性難聴を認めた

幸い
 

症状が改善している
 自覚あり

追加薬でさらなる副作用が
 出現する可能性を考慮し

２日間
自然経過をみる方針とした



聴力経過

２日後
高音域難聴

 
改善傾向

自覚的にも難聴耳鳴改善

８日後
右8000Hzを残し

 
ほぼ回復

自覚的にも右違和感少々のみ

外耳炎も改善傾向



なぜ  難聴を生じたのか？

当初
 

セフカペン
 

または
 

エバスチンの副作用

の可能性を考えた

→
 

ところが

いずれも内耳障害の報告がほとんどない

次に
 

基礎疾患であるステイル病の症状

または

ステイル病の治療薬との相互作用を考えた



成人スティル病

• 発熱、関節症状、皮疹を3 
主症状

• その他
• 咽頭痛（70％）、リンパ節腫

 脹（69％）、脾腫（65％）、
 肝腫大（48％）、筋肉痛

 （56％）、胸膜炎（12％）、
 心外膜炎（10％）など

難聴は

 
ステイル病の症状ではなさそう



内耳障害をおこしうる薬剤

アミノグリコシド系抗菌薬

白金製剤

サリチル酸剤

ループ利尿剤

シクロスポリン

セフェム系抗菌剤、抗アレルギー剤による

内耳障害の報告はみつけられなかった





シクロスポリンは

 
さまざまな薬剤との相互作用により

血中濃度に影響が現れるらしい



シクロスポリンの副作用のなかに
 

耳鳴難聴があり
 

さまざまな薬剤併用で
 

シクロスポリン血中濃度が変化し
 

副作用を生じやすい

セフカペン、エバスチンで
シクロスポリン血中濃度が上昇し

内耳障害を生じた
 

と
 

推定



本症例で学んだこと

１
 

シクロスポリン投与症例は他の薬剤併
 用で内耳障害などさまざまな副作用を

 生じやすいので要注意。

２
 

高音域の感音難聴は低音域難聴に比
 較して回復しにくい印象があるが

今回の症例では
 

自然に軽快した。

→
 

安易にダメと思わず
あきらめないことが肝心
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